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フリガナｼﾝｼﾞｮｳ ﾀﾛｳ

新庄　太郎

農　業　経　営　改　善　計　画

  農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１２条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定（変更）を申請します。

東北農政局長  殿

農林水産大臣  殿

☑稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜
□複合経営

☑稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜
□複合経営

□施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　） □施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　　）

①　農業経営体の営農活動の現状及び目標

（１）営農類型

現　　　状 目標（ R8年 ）

□酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　） □酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　）

（２）農業経営の現状及びその改善に関する目標

現状

年間所得 ３００万円 ４２０万円 年間労働時間 １，６３０時間 ２，３５０時間

目標（ R8年 ） 現状 目標（ R8年 ）

主たる
従事者の
人数

人

主たる従事者１人
当たりの年間所得

万円 万円
主たる従事者１人

当たりの年間労働時間
時間 時間

②  農業経営の規模拡大に関する現状及び目標

（１）生産

作目・部門名

現      状 目標（ R8年 ）

作目・部門名

現      状 目標（ R8年 ）

（２）農畜産物の加工・販売その他の
　関連・附帯事業（売上げ）

作付面積
飼養頭数

生産量
作付面積
飼養頭数

生産量
作付面積
飼養頭数

生産量
作付面積
飼養頭数

生産量
事  業  内　容 現    状 目標（ R8年 ）

万円 万円

万円

そば 300a 1,500kg 500a 2,500kg

水稲 700a 40,600kg 1,000a 58,000kg 万円

万円 万円

万円 万円

携帯電話など、連絡のつきやすい

連絡先を記載してください。

②（３）アまたはイに新庄市以外

の市町村が含まれている場合、申

請先が県または国となります。

農産物販売額１位の作物が、全体の売上げの８割

以上を占める場合は、単一経営となります。

該当する営農類型１つに✓を入れてください。

農産物販売額１位の作物が、全体の売上げの８割

未満である場合は、複合経営に✓を入れてくださ

い。

法人の場合のみ記入して

ください。

面積については、裏面の（３）ア農用地の

経営面積合計と一致することを確認してく

ださい。

また、単位を忘れずに記入してください。

直売、農畜産物の加工、

観光農園・貸農園、農家

民宿・農家レストラン、

作業受託等による収入を

記載してください。

記 入 不 要 記 入 不 要

現状の所得については、

決算が確定している直

近の所得を記載してく

ださい。

記 入 不 要

押印不要

記 載 方 法



田

田

田

田

1 人 2 人

0 人 3 人

0 人 100 人

60 男 ○ ○

57 女

32 男

舟形町 200a 500a

（３）農用地及び農業生産施設

ア　農用地 イ　農業生産施設

区   分

所在地
地
目

現　状
(a)

目標（ R8年 ）
(a)

種　別

所在地 規　　模

都道府県名 市町村名 都道府県名 市町村名
現　状 目標（ R8年 ）

棟 ㎡ 棟 ㎡

山形県 新庄市 1 300 2 600

所有地

山形県 新庄市 500a 700a ハウス

山形県

借入地

山形県 新庄市 200a 500a

山形県 鮭川村 150a 400a

経 営 面 積 合 計 1,050a 2,100a 経 営 面 積 合 計 1

その他

⑤　農業従事の態様の改善に関する現状と目標・措置 ⑥　その他の農業経営の改善に関する現状と目標・措置

例1.休みが不定期のため、作業日程をあらかじめ作成し、決まった休日を確保する。
例2.農繁期には人手不足が深刻になるため、臨時雇用を活用し労働時間を削減する。
例3.新型のトラクターを導入し、自動運転技術などによるスマート農業を実践する。

例.L資金を活用し、令和5年度に作業場の新築を行う。借入額は1,000万円を予定している。

（参考）経営の構成

（１）構成員・役員 （２）雇  用  者

300 2 600

③　生産方式の合理化に関する現状と目標・措置 ④　経営管理の合理化に関する現状と目標・措置

例1.現在は基肥+追肥+穂肥の3回散布しているが側条施肥を導入し省力化を図る。
例2.牛を飼育しているため、牧草とWCSを生産し飼料費を低減する。
例3.そばの単収を増加させるため、JA指導のもと排水対策に取り組む。

例1.白色申告から青色申告に切り替え、適切な経営管理に努める。
例2.収穫した農産物を使用し、加工品を作ることで、高付加価値化を目指す。
例3.収入保険に加入することで、災害等による減収に備える。

見通し

延べ人数 現状 見通し

常時雇（年間） 実 人 数 現状 見通し

担当
業務

主たる
従事者

年間農業
従事時間

担当
業務

主たる
従事者

年間農業
従事時間

現    状 見通し（ R8年 ）

新庄　太郎 （代表者） 作業全般 150 作業全般 200

臨時雇（年間）
実 人 数 現状

氏    名
(法人経営にあっては役員

の氏名）

年
齢

性
別

代表者との
続柄(法人経
営にあって
は役職)

新庄　一郎 長男 作業補助 30 作業補助 40

新庄　花子 妻 補助・経理 30 補助・経理 40

特定作業受託について

記載してください。

農畜産物の生産の用に供する

施設を記入してください。

（例）温室、畜舎、蚕室等

農業経営に携わる者の担当業務及び年間農業従事日数について記載して

ください。現在は農業経営に携わっているが５年後は離農する見込みの

者、現在は就農していないが５年後は経営に参画する者についても記載

してください。

農用地の利用（圃場の区画の大きさや団地化等）や作目・部門

別合理化の方向（作物の品種構成、作付体系、栽培管理の方法

等）について記載してください。

経営管理の合理化（簿記記帳や確定申告等の会計処理に関するこ

と、経営内役割分担、経営の法人化等）について記載してくださ

い。

農業従事の様態等（労働負担の軽減、休日制の導入、後継者の確保、

雇用等）について記載してください。

③～⑤以外の農業経営の改善に関する目標について

また、制度資金の利用を予定している場合は、資金名や予定年度、

予定額、使用目的等について記載してください。

営農する市町村ごとに

記載してください。



（別紙）生産方式の合理化に係る農業用機械等の取得計画

備考

　「農業用機械等の名称」欄には、生産方式の合理化のために、取得する予定の農業用の機械及び装置、器具及び備品、

建物及びその附属設備、構築物並びにソフトウェア等を記載する。

（②「（３）農用地及び農業生産施設」に記載しているものは記載不要。）

農業用機械等の名称 数量

トラクター　60PS 1台

田植機　8条 1台

生産方式の合理化のために、５年以内に取得を予定している

農業用機械、施設、装置、器具及び備品、建物及びその付属

設備、構築物、ソフトウェア等について記載してください。

※②（３）農用地及び農業生産施設に記載しているものは

記載不要です。


